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@巻頭言

陳神 ･漢政大震災から15年

一食綿 会話動の発展曲線農に向けて-

吉川 圭太

阪神･淡路大震災から15年が経ちました｡すでに神戸市内に住む3人に1人は震災後に生ま

れるか､または他の地域から移り住んできた人だそうです｡

私もその一人で､昨年4月に仙台から神戸に来ました｡震災当時はまだ中学生で､テレビや新

聞を通して遠く離れた被災地の様子を知るのみでした｡現在､私は人と防災未来センター資料

室で働いていますが､そこでまず気づかされたのは､15年前に見た衝撃的な映像の大半が空か

ら撮られたものに対し､実際に市民が残した記録は震災のなかを生きてきたそれぞれの人たち

の目線になっていることでした｡何気ないことですが､大きな発見でした｡そして資料の提供者と

接するなかで､私も､それぞれの体験や想いの｢受け手｣であるとともに｢伝え手｣でもあるという

ことを､自覚するようになってきたと思います｡

神戸に来る大きなきっかけは､仙台で携わっていた宮城資料ネットです｡宮城県北部連続地

震が発生した2003年7月､修士課程1年だった私は､先輩からの誘いをきっかけに資料レスキュ

-へ参加し､その後の院生日新七を宮城資料ネットとともに過ごしたと言えます｡2008年6月には

岩手･宮城内陸地震が発生､宮城資料ネットは二度の大きな地震災害を経験し､今でも継続的

な活動が展開されています｡

史料ネットのモットーが｢走りながら考える｣であるように､宮城の場合も課題に直面するたび

に､何をなすべきか､何ができるかを考え動いてきました｡神戸と宮城では経験した災害の規模

や種類､地域の成り立ちや歴史的経緯､活動の主力となる院生が置かれている学会状況等で異

なる面があります｡そうしたなかで走りながら考えてきたからこそ､両ネットの活動スタイルや保

全処置の方法論などには互いに独自な点があるように思います｡ただ､資料を守り､現場からも

のを考え､地域社会とともに歩むという､その活動の根本-｢原点｣は一緒ではないでしょうか｡

この間､各地で史(賓)料ネットが立ち上げられ､今も活動が継続されています｡そうした資料保

全活動の新しい動きを切りひらいていった歴史資料ネットワークもこの2月で15年目を迎えるこ

とになります｡昨年5月､寺田匡宏さんから初期史料ネットの関連資料が､人と防災未来センター

に寄贈されました｡近 ウ々エブ上で目録が公開される予定ですが､その資料からは､ボランティ

アとしての活動のあり方､市民社会における歴史学のあり方や課題について議論を重ね､模索し

ながら前に進んでいった様子がうかがい知れます｡

震災から15年｡震災を歴史的に検証していく時期になっていることは確かです｡一方､昨年8

月の台風9号による水害をはじめ､各地で自然災害はなお相次いでいます｡史料ネットの中心的

な担い手も世代交代し､私も含め阪神･淡路大震災を体験しなかった者が多くなりました｡こうし

た今､阪神･淡路大震災以降切りひらかれてきた資料保全活動の｢原点｣を共有しながら発展的

に継承していくこと､そして各地の史(蛋)料ネットのさらなるネットワーク化が重要ではないかと

考えています｡

(よしかわ･けいた/歴史資料ネットワーク運営委員)
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rケルン市歴史文書館｣の倒噂と救済活動
-ケルン市歴史文書館研究会の開催一

校下 正和

日 時:2009年11月13日(金)17時30分-20時

場 所:神戸大学文学部B棟15

2教室(禎聴覚教室)主 催:地域歴史資料学研究会(科学研究費･基盤研究(S)｢大規模自然災害

時の史料保全論を基礎とした地域歴史資料学の構築｣研究代表者=奥村弘の研究グループ)

報 告:ヘルムートへ一ドル氏

(グラーツ大学)｢ケルン市歴史文書館の被害と復興の



そこで､海外事例も含めて被災史料の保全に関する研究を行っている奥村弘氏の研究グルー

プ｢地域歴史資料学研究会｣(科学研究費･基盤研究(S)｢大規模自然災害時の史料保全論を基

礎とした地域歴史資料学の構築｣研究代表者-奥村弘)の主催で､同館の支援活動に関わって

おられるお三方をお招きし､上記のような要領で研究会を開催いたしました｡

本研究会では､ヘルムートへ一ドルさん(グラーツ大学)に､被害状況や救出状況についての

最新現地レポートをしていただきました｡また､2009年10月号の『歴史評論』の時評｢ケルン市歴

史文書館の倒壊とその後｣の執筆者の一人でいらっしゃる平松英人さん(ハレ大学)に､市民の

協力を得ながらの復興過程と､そこから新たに見えてきた｢市民アーカイブ構想｣についてご報

告いただきました｡また日本からの支援活動についでl育報を発信されている猪刈由紀さん(上智

大学)からもコメントを頂戴しました｡

当日は､ドイツと日本の双方の､史料館と市民をめぐる関係についても議論ができました｡神

戸大学大学院文化学研究科の石井大輔さんにも当日の感想を寄せていただきましたのでご覧

ください｡

現在も救済活動は継続中です｡文書館倒壊から現在について､｢ケルン市立歴史文書館救援

のためのサイト｣(原題 "JapaneseSolidarityfordieCologneHistoricalArchiveM)

(http:〟groups.google.co.jp/group/japanese-solidarity-for-cologne-historical-archive)から､管理人の

猪刈由紀氏の許可を得て､少しご紹介します｡

1被害状況

自治体の文書館としてはアルプス以北最大のものであるこの歴史文書館は､その規模は書

架にして延べ26kmの長さにおよぶ分量の文書､最古のものは922年という証文書65,000点､
地図や図面1桝,000点､遺品や遺稿780点を数えました｡そこにはケルン史に関する史資料はも

ちろんのこと､ア)L,ベルトウス.マグヌスの手稿やノーベル賞受賞者ハインリヒベルの遺稿など､

さらにその枠を超える重要な文化遺産もが含まれます｡建物はゼヴ工リーン通りに面した高層部

分(地上7階､地下1階)とその奥の､閲覧室や研究室があった平屋建て部分からなり､平屋部分

に保管されていた約500,000点の写真･フイルム資料は4,000点の証文書とともに無事でした｡
この無事だった証文書がケルン大司教区歴史文書館に移送される様子は､WDRFemsehenで

放映されました(一一I.okalzeit",2009年3月12日)0

2.掘り出す作業の進展と再建計画

すでに5月中に､全体の80%に相当する､回収可能な史資料が掘り出されたということで､6

月3日現在､残りの20%にあたる未回収の史資料が､地下水位下の深さに埋もれているとのこと

です｡この未回収分を今後どう扱うのか､議論を呼んでいます｡

再建場所について､いわゆるゲーリング地区(聖ゲレオン教会周辺)､メッセ(ライン川対岸地

域)､あるいは元のゼヴ工リーン通りに再建する案が出ていましたが､先日(2009年9月17日)､

K6hStid地区のEifelwallに再建すると市議会で決定したもようです｡

3.寄付のお願い

｢ケルン市歴史文書館 救援の会｣(代表 猪刈由紀 いかリゆき)では､今後の復興を長期的

に支援するために､寄付を募っています｡詳細はホームページをご覧下さい｡
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rケルン市鷹史文書館研究会 J参加記

｢ケルン市歴史文書館研究亀 は､2009年11月13

日神戸大学にて開催された｡この研究会では､グラーツ

大学のヘルムートへ一ドル氏より､現地調査や復旧作

業にあたっている方 へ々のインタビューに基づく現状に

ついて､そしてハレ大学の平松英人氏より､文書館倒壊

後の復旧作業から｢市民アーカイブ構想｣に至る過穏こ

ついての報告が行われた｡さらに､上智大学の猪刈由

石井 大輔

紀



[緊急】

大隈府公文書館の移乾問苛について

松田 弘之

昨今､各地の地方自治体で財政難を理由として行政分担領域の縮小が続いているが､長期的

な観点から説明責任を果たすため重要な記録資料を収集･公開するという公文書館機能もその

例外ではない｡昨年12月､大阪府は現在地(大阪市住吉区)を売却して単独館を廃止し､現用文

書の公開を担っている府政情報センターと統合のうえm Cに移転するという構想を表明した｡そ

の準備として館内専門職の意見を聴取しないまま一部文献等を府立図書館に移管･廃棄すると

いう｡また､年末には公文書館の書庫を大阪府立国際児童文学館跡に設けるとも報じられた｡

こうした府の方針は､全体像がなお不明なものの､昨年公布された公文書管理法の趣旨に逆

行し､公文書館機能の解体に繋がる危険性がある｡そのため現在有志が｢大阪の公文書館問題

を考える｣というサイトを立ち上げ､関係する動向についての情報収集･発信を開始している｡関

連団体から出された要望書等にあるように､公文書館は何も専門家のためではなく､市民のた

めの組織である｡年金記録問題に象徴されるように､適切な公文書管理を怠れば市民の生活や

権利は脅かされ､知事のいう地方分権も画餅に帰することとなろう｡

今後の動向に注目していただきたい｡

ロサイトアドレス-htq)://wiki.lived00r.jp/archives_osk/
ロメールアドレス-archives_osk@1ived00r.com

ロツイッタ一･アカウント(更新情報等配信)=archives_osk

(まつおか･ひろゆき/大阪歴史科学協議会研究

委員)第11回 rtR垂るの毒を歩く会Jに参加して森脇

崇文2009年8月8日(

土)､歴史資料ネットワークが例年協力し､今年で第11回

を迎える｢火垂るの墓を歩く会｣(御影コース)が開催さ

れた｡本稿は､今回初めてこの｢歩く会｣に同行させていた

だいた私の参加記である｡集合時間の朝10時前､阪神電

車御影駅の改札を出ると､そこには



▲ きつい日差しにもかかわらず大勢の参加者が｡ るの

墓｣という作品が訴えかけるものが､今なお

新たな参加者を呼び続けているということだろう｡当

日の天気はまさに快晴といったところで､歩き始めると

汗がにじみ出てくる｡周りの参加者の大半は帽子をか/吉ごり

､対策万全の体であったのに対して､私は無謀にも無帽

｡自分の準備の悪さを呪いながら歩くことになった｡し

ばらく歩くと､石屋川沿いの小道につき当たる｡少し向こう

に見覚えのある建物がみえた｡｢火垂るの墓｣作中に登

場した御影公会堂だ｡初めて目にした実物は､想像してい

たよりも小さく思えた｡作中に出てきたときは､焼け野原の中ぽつんと庁んでいたからだろうか､あるいは清太の視線に同化し

ていたからだろうか､ずつと大きく見えたのだが｡その後､原作｢火垂るの墓｣の著者である

野坂昭如氏が住んでいたという地区を散策した｡新しい住宅が建ち並び､当時を偲ぶようなもの

は何も残されていない｡逆をいえば､古いものが何一つ残されていない町並みこそが､あの焼け野原が

現実の光景であったことを物語っているのだろう｡パンフレッ

トの表紙には､節子を背負った清太が石屋川沿いの道に立って､御

影公会堂の方を呆然と見つめるシーンが載せられている｡どれくらい

多くの人が､彼と同じようにこの公会堂を眺めたのだろうか｡空襲

に遭う前の御影では､この公会堂はどんな風景の中にあった

のだろうか｡そんな事を止めどもなく考えたりした｡今回歩いた御

影の街は､64年前の光景など想像もできないほど活気溢れるも

のだった｡当時から受け継がれているものは､御影公会堂と石屋

川の風景､そして成徳小学校に残されたわずかな品物くらい｡しかし､こ

れらが存在している内は､ぜひともこの｢歩く会｣は統ナていって欲しい｡｢火垂るの墓｣の情景を､
今の御影の風景と ▲ 御影公会堂前にて

｡重ねられるように｡そして､戦争が人間の心と生活をいかに荒廃

させたのかを記憶させ統ナるために｡(もりわき･たかふみ/歴史資料ネ

ットワーク副事務局長)【続報】台風9号椴災歴史資料救出 ･保全活動

吉原 大志2009年8月に発生した台風9号による水害に

対して､歴史資料ネットワークは､兵庫県佐用町･宍粟市において被災歴史資料の救出･保全活動

を行なってきた｡当初は史料の被災状況確認や､救出が活動の



(第59号･60号)において報告がなされてきたが､今回はそれ以後に佐用町で行なった活動の

概要について報告したい｡

11月21日#11回 水軌史料保全活動

佐用町文化財調査室にて修復作業を行ない､史料ネットか

ら3名が参加し､佐用町教育委員会の藤木透氏にもご協力

いただいた｡

この日に補修作業を行なったのは､史料ネットにレスキューを

依頼してくださったG家の所蔵史料で､そのほとんどが近世後

期から近代初頭にかけての年貢免状や皆済目録であり､前後

が欠けている断簡も多くあった｡これらの史料の穴埋めを進め､ ▲仮目録作成

作業のようす｡同時に断簡どうLを接続する作業を行ない､3点の断簡を接続することができた｡穴埋めは､史料の欠損部分に､裏側から糊を使用し

ながら補修用の和紙を埋▲文書穴埋め作業のようす｡ め込む方法をとった｡また｣家から依

頼を受

けた写真のデジカメ撮影を行なった｡これにより｣家所蔵写真

の撮影作業はすべて完了し､これまで撮影したものとあわせ､計1

5冊すべての写真の複製を作ることができた｡内容は家族写

真が多く､おそらくは1960､70年代ごろのものと思わ

れる｡しかし半分以上は写真表面の乳剤が溶けて原形をとどめ

ておらず､完全な修復ができなかったのは残念であった｡1

2月20-21日#12回 水鼠史料保全活動佐用町文化財調査室にて修復作業を行ない､史料ネット

から7名が参加し､佐用町教育委員会の藤木透氏や､臨時職員の方々にもご協力いただいた｡

前回に引き続き､G家所蔵史料のうち断簡の接続作業を行ない､新たに2点の接続が完了し

た｡また10月4日に解体中の蔵から搬出したB家所蔵史料の撮影と､仮目録の作成を行なっ

た｡計194点の近代史料であった｡内容の詳細な把握は今後進めていかなければなら

ないが､戦前の農業雑誌や､社会事業関係の冊子のほか､戦後の小学校関係のチラシなどもあった｡こうした多

様な史料の存在は､家の歴史だけでなく､佐用町の地域のあり方を理解することにも役立つものであろう｡ ▲剥



人見 佐知子

歴史資料ネットワーク(以下｢史料ネット｣)

は､阪神･淡路大震災後の被災歴史資料の救出

.保全を目的として生まれたボランティアを主体と

した団体である｡震災対応が基本であった史料ネッ

トが､風水害時の被災史資料の救済に着手したの

は2004年10月の台風23号がきっかけである

｡本書よ2004年以来の風水害による被災

歴史資料の救出･保全･修復活動の経緯(第 1

部第 1章､第2章)とその後の展開(同第3章)､および活

動に携わった当事者たちが｢風水害時の被災歴

史資料救出活動｣について検証した､シンポジウム

の記録をまとめたものである(第 2部)｡歴史研

究者を中′Lに､風水害で被災した紙媒体を中

心とする資史料(以下｢水損史料｣)の救出.保全 補

修活動を大々的に実施したのは､おそらく史料

ネットが初めてである(もちろん､保存科学の分野

では水損史料の保全についての研究と実践例が積み

重ねられている)｡そのため､2004年の

台風23号､2005年9月の台風14号への

対応が一段落すると､水損史料の修復方法につ

いての講習会｢水損史料修復ワークショップ｣が

各地で開催されることとなった(第1部第3章)｡

ただし､本書を水損史料の修復の｢マニュアル

｣として期待した読者は裏切られることになる｡本書

の最大の目的は､これまで経験のない風水害対応にあ

たった史料ネットの試行錯誤の経験と､そこから

得られた課題を読者と共有することにある｡そし

て今後も必ずやってくる地震や大規模水害の際の歴史資料の保全体

制を構築するための土台作りにある｡本書で示さ

れた｢マニュアル｣(衣書末収載｢参考資料｣

)は､今後の個別事例の積み重ねと経験の共有化に

よって､常に改変されていくはずのものである｡

また､被災史資料の保全活動に逼進する中で

得た著者たちの共通認識が､逆説的ではあるが､

平常時の地域社会との関係づくりが最も肝要であると

いう点は重要である｡被災地(とくに被害が甚大な場合)では､生活復興を優先せざるを得ず､
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2009年台風9号被災史料救出活動支援募金ご協力の御礼

支援者一覧(敬称略･順不同･10月22日以晩 1月20日現在)

小島道裕､辻川敦､山本憲太朗､長井純市､岩田書院､松岡弘之､井内誠司､藤原立子､

鈴木良､武田和也､河村昭一､前田章賀､鈴木哲也､小林基伸､山藤良治､樺井義孝､

前田一郎､吉岡孝､神庭真二郎､三鬼清一郎､大橋幸泰､平川新､南尊融､義江明子､

渡辺英夫､馬場弘臣､橋本政良､渡辺尚志､大谷正､豊田元彦､八尾嘉男､横山奨､白

石健二､堤啓次郎､沼田武彦､渡辺武､村井早苗､堀和生､佐々木隆爾､福田英一､藤

木久志､松川之利､吉原勝義､吉原幸子､今井典子､高橋充､中込律子､高田陽介､坂

本昇､杉本史子､秋山晶則､浅倉直美､斎藤洋一､尾立和則､鈴木拓也､虞田浩治(歴

史館いずみさの)､百瀬正恒､中尾浩康､奥山哲夫､細井浩志､入江正則､久保田宏､

松下佐知子､山名暢､西岡芳文､横山甲徳､坂輪宣政､林聡､木部和昭､山田修士､

佐 木々倫朗､三宅唯美､三宅正子､伊川健二､佐藤信行､田中梓都美

当ネットでは､2009年台風9号発生直後から､兵庫県佐用町を中心とする被災史料救出活動のための

緊急支援募金へのご協力をお願いしてまいりましたが､2010年度1月末でひとまず終了させていただくこ

ととなりました｡

この間､大変多くの皆様方から活動に当ネットのご理解を賜り､ご寄付いただきましたことにつきまして､

この場を借りまして､心より感謝申し上げます｡

緊急体制は解きましたが､被災資料救出活動は､今後も継続する予定です｡何かとご多用とは存じます

が､当ネットの今後の活動へもご理解.ご協力賜りますようよろしくお願い致します｡

お寄せいただいた募金についての最終的な事業報告および収支決算については､来年度の当ネット総

会(2010年6月実施予定)で行い､ニュースレター等で会員の皆様にお知らせする予定です｡

歴史資料ネットワーク

◆お詫びと訂正

前号の支援者一覧のうち､重畳墜様のお名前を､萱皇壁(敬称略と誤記しておrjました.謹んでお詫び申しあ

げますとともに､ここに訂正させていただきます｡

史料ネット NB〟S LEITER No.61 2010年1月29日発行

編集･発行 歴史資料ネットワーク

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1 神戸大学文学部内 史料ネット

TEL&FAX:078-803-5565(開室時間 平E)の午後1時-5時)

e-man虫-net@牡.kob-u.ac.jp

被災史料救出活動のようす ･詳細は白々プロクに更新しています｡

http://blogs.yahoo.co.jp/siryo_net

12


